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・カワアイサの捕獲は０羽であったため、胃の内容物の確認は実施できなかった。
・網による捕獲方法は、当初の1回から、2回に変更し、網の設置方法を変えながら捕獲を試みた。
・捕獲には至らなかったが、網周辺におけるカワアイサの群れの行動パターン、追い払い船の動きとの関連性を
調査することができた。
・協力団体（諏訪湖漁協、諏訪市猟友会）とともに、今後の捕獲方法、捕獲時期等の検討を実施した。

1,236,000

合　　　　　　計 1,007,200 (減額：228,800円）

達 成 状 況

胃の内容物検体数
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等

（単位：円）

事業を構成する細事業名等 実施内容

講師報酬費

・鳥類判別講習会の実施。（調査
に必要な鳥類の判別における職員
等の知識を高めるため。）

今後の方向性
胃の内容物の確認のためには、銃による捕獲が必要であり、次年度は関係団体との調整をさらに早
め、次年度の飛来シーズンは早期の捕獲を行う。

10羽 0羽

捕獲方法検証数 ２種類 １種類

指
標
及
び
達
成
状
況

成　果　指　標 目標値 成果

10,000

1,000

1,000講師旅費

6,200

計画（実績）額 備考

調査委託料
・食性調査（捕獲及び胃の
内容物調査）
・捕獲方法の検証

1,225,000 【変更経過】捕獲方法及び回数
・当初２種類各1回　1,000,000円
・第1回変更２種類延べ3回　1,225,000円
・実績　１種類2回実施　1,000,000円1,000,000

事

業

の

概

要

等

目 的
（目指す姿）

○ 豊かな漁場環境が再生され、ワカサギなどの漁業資源が持続的に利用されている。
○ 生物多様性に適した湖岸の環境が維持・整備され、多様な鳥類が生息している。

現 状 と
課 題

　諏訪湖に飛来する魚食性のカワアイサに対しては、水産資源を確保するため、追払い等の対策が実
施される一方、稀少な渡り鳥であり、保護を徹底すべきとの声が上がっている。
　諏訪湖におけるカワアイサについては、学術的な調査が行われておらず、正確な生態（行動、食性及
び捕食量など）が不明確なまま、有効な対策を模索する状況が続いている。

内 容

( 変 更 後
の 内 容 )

○令和元年度～令和３年度（3箇年計画）

　・令和元年度　　日周行動調査（昼間）採餌・休息等
　　　　　　　　　　　 　追払い時の群れの分散・集結状況
　・令和２年度　　 食性調査（魚種、ワカサギ捕食率等）
　・令和３年度　　 補足調査：夜間行動調査
　　　　　　　　　　　調査結果を踏まえた効果的な追払い方法の検証

事業期間 令和２年12月 令和３年３月

実 施 機 関 諏訪地域振興局 担
当
課

林務課

事 業 名 令和２年度　カワアイサ対策生態調査事業
0266-57-2919

suwachi-rimmu@pref.nagano.lg.jp

令和3年3月30日

横断的な課題 諏訪湖を活かしたまちづくり（諏訪湖創生ビジョンの推進）

地域重点政策 諏訪湖を活かしたまちづくり（諏訪湖創生ビジョンの推進） 諏訪地域振興局
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